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研究概要

放射光、構造解析、Ｘ線回折

放射光を用いた圧電・強誘電結晶の
原子ダイナミクス計測
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圧電・強誘電結晶は、振動子、センサー、アクチュエーター、コン

デンサー、メモリなど幅広い用途で、スマホなどの私たちの身の回りの

電子機器に広く利用されています。圧電・強誘電結晶の機能向

上や用途開発のための基礎研究として、その機能発現機構を放

射光時分割構造解析によって解明します。実験は大型放射光施

設SPring-8で行なっており、最近、高速振動している水晶中の原

子の運動を追跡することに成功しています。

関連する論文等

研究者からのメッセージ

圧電・強誘電結晶に限らず、様々な機能

性結晶の原子の配列や運動を放射光構

造解析により解明することで、物質機能の

向上や新物質の開発に有用な新たな知

見を提供します。
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日本物理学会、日本結晶学会、日本放射光学会、フラーレン・ナノチューブ・グラフェン学会

●原子ダイナミクスに着目した物質機能の向上や新物質の開発
●超音波診断用圧電素子材料の振動機構解明

写真１：大型放射光施設SPring-8 

図１：結晶構造解析結果の一例

今後の展望

論文：Atomic motion of resonantly vibrating quartz 
crystal visualized by time-resolved X-ray 
diffraction, Appl. Phys. Lett. 107, 201905 (2015)

解説： 「短パルスＸ線回折による水晶の振動機構の解明」
SPring-8/SACLA 利用者情報 21 (2016) 78-83.
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